
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年2 月   Ｎｏ． 171号 

 

「このシールはぼくが貼ったんやで！」と誇らしげにアピールす

るのは１年生、「ええことしたなぁ」と声をかける上級生、みるみる

うちに「白い羽」が赤く染まっていく様子に先生たちにも笑みがこぼ

れます。 

「自分たちが取り組んできた募金が地域の困っている方などに

届いてほしい」と運営委員会の子どもたちは話してくれました。 

子どもたちのおもいは、募金というかたちで共同募金委員会を

通じて、ふれあい・いきいきサロンや福祉学習などに活用されてい

ます。子どもたちの素晴らしい活動にぜひとも 
と声をかけてあげてくださいね。 

 

 

 

発行 南あわじ市社会福祉協議会 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 

〒656-0122 南あわじ市広田広田 1064  

TEL：44‐3007 FAX：44‐3037 

E メール：info@minamiawaji-shakyo.or.jp   

 

 

第１回 ４月１３日（木） 

第２回 ４月２７日（木）    

第３回 ５月１１日（木）   

第４回 ５月２５日（木）     

第５回 ６月 １ 日（木）     

第６回 ６月１５日（木） 

 

１0時～１１時 30分 

 

 

毎年１０月１日から３月３１日の赤い羽根共同募金運動期間中、市

内の小学校では学校募金に取り組んでいます。 

賀集小学校では、運営委員会が中心となり、募金活動に熱心に取り

組みました。共同募金の仕組みやつかいみちの授業を受けた子どもたち

は、「この募金は困っているひとや地域のためにつかわれているんだ」と

学び、一人でも多く募金に協力してもらえるよう、お昼休みにすべてのク

ラスを訪問し募金を呼びかけたそうです。 

さらには募金箱の横に大きな「白い羽」を設置し、「募金したことがわか

るように」と募金をしたら「赤い羽根シール」を貼るよう工夫しました。 

 

開 催 日 

【対 象 者】   

朗読ボランティアに興味・関心のある方 

朗読技術を基礎から学びたいと思っている方 

講座修了後、ボランティア活動が可能な方 

【 講  師 】 デイジー淡路  安岡 秀美 氏 

【参 加 費】  無  料 

【 定  員 】  1 5 名 

【申込方法】  

右記までご連絡お待ちしております 

 

賀集小学校が取り組んだ赤い羽根共同募金活動 

地域のためにつかってください 

 

みなさまのご支援、ご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

運営委員会の様子 

みなさまのご支援、ご

協力をよろしくお願いいた

します。 

『ブラボー !!』 

mailto:nfo@minamiawaji-shakyo.or.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023. 2 

その日は月曜日、週のうちでお客様の多い日で、目玉は１０種類以上の天ぷらです。日替わりで品ぞろえ

も違っていますが、野菜の炊き合わせや煮豆は常時用意されており、取材した３０分ほどの間に１０人以上の

方が入れ代わり立ち代わり買いに来られていました。完売するのも時間の問題のようです。なんでも、ちらしずし

の日はあっという間に売り切れになるとか！？ 

 お惣菜の棚の奥には近くのおばあちゃんが座って一息ついています。「ここにはよう来とる」「買い物もそうやけ

ど、ここに来てしゃべるのがええんよ」と、訪れる馴染みのお客さんと一時おしゃべりをします。隣の椅子に腰を

かける人あり、急ぎ買い物をして一言二言言葉を交わして帰る人あり、店の中はにわか集いの場になります。お

しゃべりに得心した後は、「歩くことは大事やけど、しゃべることは頭にはええよ」とシルバーカーを押して帰って

行かれました。 

歩いてすぐに来られるところに家庭の味のお惣菜が並んでいて、あたたかな声掛けもしてくれる。ここは胃袋

から心まで満たしてくれる『 １丁目の台所 』でした。 

 

スマホは、２歳や３歳の小さな子どもが生まれたときからそばにあるおもちゃと同じくらいの身近なもので

す。しかし、おじいちゃんやおばあちゃんはそうはいきません！「変なとこ触ってえらいことになったら困るやろ」と

遠慮気味での操作です。 

 そこで、「ちょっとスマホの使い方を聞きたいから、近くの高校生の子に聞こうと思うねん」と、倭文にある「ふれ

あいながた」のサロンで「スマホ講座」を開きました。 

 

「ここは地域の台所！？」 

 福良商店街の筋を１本山側に入った西１丁目 

の通り沿いに中野食品店があります。 

店前の道は自転車がようようすれ違えるような細い道で、お客さんの自転車や

シルバーカーが並んでいます。店先には季節のミカンやリンゴが、中には野菜や

乾物などが所狭しと並んでいます。その中でもひときわ目を引いたのは手作りのお

惣菜です。これを目当ての買い物客も少なくないようです。取材に伺うと、ちょうど

近くに住むひとり暮らしの男性が、入れ物を用意して買いに来られたところでした。 

「ゆっくりスマホの操作が聞きたいねん」 

 

近所の高校生と楽しくおしゃべりしながら、スマホの使い方

がわかってよかったですね(*^-^*) 

「 助けられ上手講座 」開催！ 

【日時】２ 月 ２ ７ 日（月）14：00～15：30 

【場所】南あわじ市中央公民館 講義室  

【申込】社協まで電話・FAX・メールでご連絡お待ちしております 

～南あわじの中心で「助けてー」とさけぶ part2～  

寸劇や「助け合い体験ゲーム」を通して周りの人を頼ってみる体験をしてみませんか? 

～「ふれあいながた」サロン～ 

 
今日も心を込め

て作りました 

 お漬物もあるよ 

冬休みに入ったクリスマスの頃、ご近所の淡路高校の生徒と社協の

職員がサロンにおじゃましました。 

「わからんことが多すぎて、聞きたいこともわからへんねん」と言いな

がらも、「これはどうしたらええんかな？」と孫のような高校生に熱心に

尋ねていました。 

「わたしらにもわかるよ～に、ゆっくり教えてもらえてよかったわ(^^♪」 

 


